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 2023 年 4 月 17 日 

 報道関係社各位  

慶應義塾大学 

 

佐賀県と慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科が 
持続可能な地域社会実現に向けた社会実証プロジェクトを開始 

〜佐賀県内外の企業・住民・行政を繋ぎ、分野横断的な課題解決を目的とした実証事業を面で展開〜 

 佐賀県（知事：山口祥義）と慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科（横浜市港北区、研究科委員長：稲蔭

正彦 以下、KMD）は持続可能な地域社会実現に向けたイノベーション創出を目指し、世界的な環境対応が求められ

るなかで、地域や企業の新しいモデルを生み出すべく、「SAGA サステナブル・イノベーション事業」を開始しまし

た。本事業では持続可能な地域社会実現に向けて、分野横断的な国の政策に対応した先進的な課題解決への取り組

みを県内外の企業・住民・行政と連携した社会実証プロジェクトを通じて推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 背景： 

 佐賀県と KMD の連携のもと、本年度の実証事業では県内外の企業・住民・行政と連携することで、環境・社会・

人にやさしい"エシカル"な県ブランドの実現を目指し、政府が掲げている 2050 年のカーボンニュートラル実現、な

らびに 2030 年の排出削減目標に向けた地域住民・企業の参画意識醸成＆エシカル行動変容につなげて行きます。社

会基盤を担うサービスを提供している企業群との実証事業を佐賀県発で全国に発信し、立地を活かした安定した再

エネ共有の実現や CO2 クレジット創出も並行で進めることで、本年の政府骨太方針となっているグリーントランス

フォーメーション（GX）に対応した新たな企業誘致メリットにもつなげ、住民・企業にとっても誇れる県ブランド

を目指します。 

 今回のプロジェクトを推進するとともに、地域の持続可能な発展を目指す拠点として、産地の将来を見据えた長

いスパンでの事業展開および KMD の活動の核である先端技術や社会の動向を見据えながらイノベーションを創造す

るプロジェクトを展開し、さらなる地場産業の活性化を目指します。  

環境社会に対応した住民行動変容における社会実証を目的とした 

3 つのプロジェクトを推進 
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■ 「エシカル（社会、人、地球にやさしい）」をテーマにした各プロジェクトの今後の取り組みについて 

 地場産業・県民に向けた環境変化への具体的なアクションを域内外企業と連携した 3 つのプロジェクトを通じて、

社会行動変容の社会実証に向けた取り組みを推進します。 

1. 住民の屋内活動における社会行動変容に向けた実証 

大和リビング株式会社と連携し、佐賀県下の管理物件における再エネ供給モデル（太陽光発電＋蓄電ソリュー

ション）を構築することで、安定的に品質の良い再生可能エネルギーを供給するとともに温室効果ガスの排出

削減を推進します。さらに、住居 IoTを活用した環境にやさしいエシカルライフの提供を通じた住居者の行動

変容を促すことで、住居民・地場産業・域外企業連携を通じた持続可能な社会の実現を目指します。 

 

2. 住民の消費行動における社会行動変容に向けた実証 

KDDI 株式会社と連携し、3月に先行実施した「エシカル消費」に対する認知・意識調査アンケート結果（リア

ルとオンラインあわせて 694サンプル）より、以下 2 つの示唆が得られました。 

・ 日常的に実施しているエシカル行動を認知することで、エシカル行動への興味が高くなる傾向 

・ 趣味嗜好や生活様式によって、エシカル行動への興味に差異 

今後はエシカルマーケットの掘り起こしに向けて、「認知を通じた行動変容の促進」と「嗜好・生活様式にあ

わせたアプローチの検討」をするとともに、県内企業と連携しながらエシカル行動への社会行動変容の可能性

を検証していきます。 

 

3. エシカル商品開発における新産業創出に向けた実証 

日本郵便株式会社と連携し、佐賀県下の地場商品の新しい産業創出をテーマに、CO2 の削減や配送効率の向上、

フードロス対策への貢献に加え、生産者や購入するお客さまにもメリットのある「エシカルなふるさと小包」

をご提供します。また、株式会社ひらまつと連携し、九州の食材をベースに料理の魅力を伝え続けているリス

トランテ Kubotsuの窪津朋生（くぼつ ともき）料理長監修のもと、新しい食べ方・素材の魅力を消費者へ伝え

ることで、付加価値の高い循環型サービスの創出を目指します。今回の実証では、佐賀県産食材の新しい楽し

み方のレシピ提案とともに、本日 4月 17 日より、豊島区及び練馬区内の郵便局 96 局において生産・流通にお

けるカーボンゼロを実現したエシカルなふるさと小包の試験販売を行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

■ ご参考（2 月 9 日発表資料）：佐賀県令和 5 年度当初予算「SAGA サステナブル・イノベーション事業」 

 

佐賀県の令和 5 年度当初予算の新規事業として「SAGA サステ

ナブル・イノベーション事業」を推進する体制が構築されま

した。こちらをふまえて、KMD では佐賀県下での社会行動変

容実証の検証推進・地域活性化に向けた域内外との連携事業

と活動を進めていきます。なお、今後も引き続きご支援いた

だける企業団体を募集し、地域住民・地場産業との持続可能

な発展を目指します。  

地場食材に光を当て、現代食文化をふまえ商品提案の検討へ 

エシカル呼子朝市ひもの詰め合わせ 子供も食べられるトンナートソース お手軽アクアパッツァ 
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■ 佐賀県 

知事 ：山口 祥義 

住所 ：佐賀市城内 1 丁目 1-59 

URL ：https://www.pref.saga.lg.jp/  

 

■ 大和リビング株式会社 

代表取締役社長 ：匝瑳 繁夫 

住所 ：東京都新宿区西新宿 6丁目 11 番 3号 

URL ：https://www.daiwaliving.co.jp/ 

 

■ KDDI 株式会社 

代表取締役社長 ：高橋 誠 

住所 ：東京都千代田区飯田橋 3丁目 10番 10号 

URL ：https://www.kddi.com/ 

 

■ 日本郵便株式会社 

代表取締役社長 ：衣川 和秀 

住所 ：東京都千代田区大手町二丁目 3番 1号 

URL ：https://www.post.japanpost.jp/index.html 

 

■ 株式会社ひらまつ 

代表取締役社長兼 CEO ：遠藤 久 

住所 ：東京都渋谷区恵比寿 4-17-3 

URL ：https://www.hiramatsu.co.jp/ 

 

■ SAGA COLLECTIVE 協同組合 

理事長 ：樺島 雄大 

住所 ：佐賀県佐賀市諸富町山領 266 番地 1 

URL ：https://saga-collective.com/ 

 

■ 慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 

メディアデザイン研究科（KMD）は、イノベーションを自ら生み出し社会に向けて価値を創出する能力を持つ「メデ

ィア・イノベータ」の育成をミッションとしています。メディア・イノベータは分野や国境の枠を超えてグローバ

ルに活動し、ポストパンデミックにおける創造社会を先導していきます。 

 

研究科委員長 ：稲蔭 正彦 教授 

住所 ：神奈川県横浜市港北区日吉 4-1-1  

URL ：https://www.kmd.keio.ac.jp/ 

 

□地域みらいプロジェクト 

「持続可能な地域活性」の実現をミッションとし、専門家視点ではなく地域の実行者目線で最新技術や社会情勢を

踏まえた解決案を実情に合わせて企画・実行します。自治体や地場産業、地域住民の方と一緒に活動しながら産官

学のオープンイノベーション体制を構築し、農林水産や地場産業の活性化プロジェクトを実行しています。 

 

担当教官 ：岸 博幸 教授 

プロジェクトリーダー ：大江 貴志 研究員 

事務局：オークツ株式会社（大学発ソーシャルベンチャー） 

URL ：https://chiki-mirai.localinfo.jp/ 
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※ご取材の際には、事前に下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。 

※本リリースは文部科学記者会、各社社会部等に送信しております。 

 

【本調査内容に関するお問い合わせ先】 

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 研究員 岸浪 聖 

Email : sei.kishinami@kmd.keio.ac.jp                                                    

【本発表資料のお問い合わせ先】 

慶應義塾広報室（澤野）  

TEL：03-5427-1541  FAX：03-5441-7640 

Email：m-pr@adst.keio.ac.jp   URL：https://www.keio.ac.jp/ 


